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「宇都宮市 カーボンニュートラルの実現に向けた基本方針」の策定について 

 

１ 策定の目的 

本市では，人口減少・超高齢社会においても，子どもから高齢者まで誰もが豊かで便

利に安心して暮らすことができ，夢や希望がかなうまち「スーパースマートシティ」の

実現を目指している。 

「スーパースマートシティ」を構成する社会の一つである「脱炭素社会」の構築やＳ

ＤＧｓの達成に寄与するため，市民・事業者・行政がカーボンニュートラル推進に向け

た取組の方向性や考え方を共有し，地域一体となって取り組むことを目的として，「宇都

宮市 カーボンニュートラルの実現に向けた基本方針」（以下，「基本方針」という。）を

策定する。 

 

２ 基本方針の位置付け 

・ 国・県の動向や本市の現状と課題を踏まえたうえで，2050 年カーボンニュートラル

の実現に向けて，市民・事業者・行政が一丸となって脱炭素化に取り組むための基本

方針を示すもの 

・ カーボンニュートラルを推進することで，ＳＤＧｓのゴール「１３ 気候変動に具

体的な対策を」等の達成に貢献し，持続可能なまちを目指すもの 

・ 本市における 2050 年カーボンニュートラルの実現に向けた工程表である「（仮称）

宇都宮市カーボンニュートラルロードマップ」（令和４年９月策定予定）において，今

後，施策・事業を検討するにあたっての考え方の基礎となるもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【図 基本方針の位置付け】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年間（Ｒ３～７）の実施計画

宇都宮市地球温暖化対策実行計画（Ｒ３.３策定）

【位置付け】 

・「地球温暖化対策推進法」等に基づく，法定計画 
・「カーボンニュートラルロードマップ」の 

  ５年間（Ｒ３～Ｒ７）における実施計画 

連携・整合 

宇都宮市環境基本条例

第３次宇都宮市環境基本計画（Ｒ３.３策定） 

【位置付け】本市環境政策のマスタープラン 
【計画期間】Ｒ３～Ｒ７（５年間） 宇都宮市カーボンニュートラルロードマップ 

 
 

【位置付け】「環境基本計画」における環境未来都市

に掲げた脱炭素社会の実現に向けた工程・取組等を具

現化したもの 
【取組期間】2022（Ｒ４）年度から 2050 年度 

脱炭素社会の構築に向けた 
工程・取組を具現化 

地球温暖化対策推進法 気候変動適応法 

法定計画 

カーボンニュートラル基本方針 

第６次宇都宮市総合計画 

目指すまちの将来像 「スーパースマートシティ」 

法定計画 

基本方針 

令 和 ４ 年 ３ 月 ２ ５ 日

環 境 部  環 境 政 策 課

宇都宮市 

第２期ＳＤＧｓ 

未来都市計画 

整合 
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３ 策定経過 

令和４年～  環境審議会（２回開催） 

 

４ 基本方針の内容・特徴 

   内 容 

「宇都宮市 カーボンニュートラルの実現に向けた基本方針」について  別紙   

   特 徴 

ア ＮＣＣを基盤とした取組の促進 

  本市が進めている環境負荷の少ないＮＣＣを基盤とし，本市独自の市民運動とし

て展開している「ひと」「もの」「まち」を大切にする「もったいない」のこころの

もと，将来世代に残すことができる持続可能なまちをつくるために，脱炭素型ライ

フスタイル・ワークスタイルへの転換などの取組を広げていくとし，その姿をイメ

ージ図で示す。 

 

イ 行動変容を意図した３つのテーマの設定 

    市民・事業者の実践行動を促すため，「大胆に！かえる」「もっと！つくる」「みん

なで！育てる」といった分かりやすいテーマを用いて基本方針を設定するとともに，

「今日からはじめる第一歩」として身近で今すぐ取り組める具体的な行動を提示す

る。 

 

５ 今後の進め方 

  カーボンニュートラルの取組の推進 

 市民・事業者の意識の向上に向けて，もったいない運動市民会議による市民のライ

フスタイル転換を促進する啓発活動や，MOVE NEXT UTSUNOMIYA（公共交通利用促進運

動）をはじめとした様々な取組と連携しながら，基本方針を広く周知し，実践行動を

促進 

  「（仮称）宇都宮市カーボンニュートラルロードマップ」の策定 

 基本方針に基づき，温室効果ガス削減目標及び市民・事業者・行政における施策事

業等を検討 

 

６ スケジュール 

令和４年 ３月 基本方針の策定・公表 

 ８月 市ロードマップ（素案）作成，パブリックコメント実施 

 ９月 市ロードマップ策定・公表 



 

「宇都宮市 カーボンニュートラルの実現に向けた基本方針」について 
 

１ 趣旨 

本市では，人口減少，少子・超高齢社会においても，子どもから高齢者まで誰もが豊かで便利に安

心して暮らすことができ，夢や希望がかなうまち「スーパースマートシティ」の実現を目指しており，

その大切な柱のひとつが「脱炭素社会の構築」です。また，「脱炭素社会の構築」は，ＳＤＧｓの達成

にも貢献するものです。 

2050 年カーボンニュートラル（※）の実現に向け，私たちの日常生活のあらゆる場面から排出され

ている温室効果ガスをなくすためには，ライフスタイルや産業構造を抜本的に見直す必要があり，決

して容易なことではありません。 

一方で，カーボンニュートラルの取組は，環境のためだけではなく，たとえば，建物の断熱性能の

向上（夏は涼しく冬は暖かい，冬のヒートショック対策，光熱費の節約）や，スマートムーブ（徒歩

や自転車，公共交通機関を使って移動することによる運動量の確保，渋滞緩和）など，快適で健康的

な暮らしのメリットや，企業価値の向上にもつながるものです。 

今，私たち一人ひとりが行動を起こし，市民・事業者・行政が一丸となって取り組んでいくため，

カーボンニュートラル実現に向けた基本方針を定めます。 

 
２ 背景 

気候変動の影響により市民生活に危機迫る 

・ 宇都宮市の年平均気温は過去 100 年で 2.3℃上昇（猛暑日・熱帯夜は増加，冬日・真冬日は減少），

年間降水量に長期的な変化はないものの，短時間豪雨（1時間に 50㎜以上）が増加，雨の降らない

日数も増加しています。 

・ 令和元年度に発生した台風第 19 号では，本市でも住宅の損壊，土砂災害，農林業被害などが発生

しました。 

このまま何の対策もとらなければ・・・ 

・ 21 世紀末には栃木県の年平均気温は４℃上昇し，猛暑日（最高気温 35℃以上）は年間約 30日増

加，熱帯夜（最低気温 25℃以上）は約 60 日増加，短時間豪雨（1時間に 50㎜以上）の発生回数が

約 1.8 倍に増加する一方で，雨が降らない日の日数も増加すると予測されています。 

・ 大雨による災害リスクや渇水による干ばつリスクの増大，熱中症リスクなど健康被害の大幅な増

大が懸念され，自然災害，健康，農業等市民生活へ深刻な影響が出ると考えられています。 

⇒ この影響をできる限り小さくするためには，私たち一人ひとりが行動を起こし，2050 年まで

に温室効果ガス排出量を実質ゼロにすること（カーボンニュートラル）が不可欠 

※ 2050 年カーボンニュートラルとは 
2050 年までに，日常生活・経済活動に伴う二酸化炭素等の温室効果ガスの「排出量」から，植林や森林管

理等による「吸収量」を差し引いて，その合計を実質的にゼロにすること。 

 

 

 

 

 

出典）脱炭素ポータル（環境省）

公表用 

別紙 



宇都宮市 カーボンニュートラルの実現に向けた基本⽅針 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

「ネットワーク型コンパクトシティ（ＮＣＣ）」を基盤とし， 
「もったいない」のこころのもと，「ひと」「もの」「まち」を⼤切にしながら， 

将来世代に残すことができる持続可能なまちをつくるため， 
かえる つくる 育てる の３つのアクションを実⾏し 

カーボンニュートラルなまち“うつのみや”を実現しよう 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


